
教育理念

学校教育目標

総合評価

領域 対象 該当重点目標 評価項目 具体的方策及び活動計画 評価の観点 評価 成果と課題 改善策・向上策 主担当

教育課程及びレポートの見直し 生徒の実情に合わせ、改定・変更案を職員会等で検討す
ることができたか

A 教育課程の再編成を行い令和8年度入学生から適用していく。

レポートの内容の工夫
生徒の理解の段階に合わせた工夫ができたか A 生徒の学力を視野に入れたレポート作成を促すことはできた。

引き続き各教科に呼びかけるとともに、学力に差があ

る場合の工夫を検討していく

レポートの再提出の割合を減らすことができたか A レポートの再提出を減らすことは十分にできた
問題の難易度を見て配分し、必要に応じて各教科担当

が指導できるよう対応を検討していく

スクーリング内容の工夫
生徒の理解度に合わせた指導及びサポートができたか A 生徒の学力や理解度に合わせ個々にサポートすることはできた

サポート時に生徒の学力などについて教員間で情報交

換するよう促す

スクーリングに参加する姿勢の改善が見られたか B
昨年度に比べ、スクーリング時の姿勢は改善された点も多くみら

れる

引き続きスクーリング内容の充実を図り、参加しやす

い授業を心掛ける

常に指導できる体制を保てたか C
生徒の来校と教職員の時間が合わないこともあり、常に指導でき

る状態を保つまでにはいたらなかった

生徒の来校時間などの随時連絡を徹底し、できる限り

対応するよう心掛ける

職員同士が連携して指導にあたることができたか B 連携して指導することはできたが、まだ不十分な点もある
今後は更に情報交換、連絡を徹底し、密な連携を図れ

るよう心掛ける

自習室の利用を促すことができたか A 昨年度に比べ、利用を促す機会を多く持つことができた
今後も自主的な利用を促すとともに、サポート体制を

強化していく

平日の来校者を増やすことができたか A 昨年度に比べ、平日の来校者を増やすことができた 平日の来校について生徒に呼びかけを継続する

生徒の力量や希望を考慮して開設することができたか A
学力テストの結果などを参考に、個々の力量を考慮してクラスを

設けることができた

今後は生徒の希望進路なども考慮にいれ、より参加し

やすい講座内容を検討していく

指導に当たる職員の体制は適切であったか A 特に問題はなかった。

年度の計画段階で検討を重ね、時間割について教職員

全員が確認し、変更等ある場合の連絡・相談を徹底し

ていく
HRでの声掛けや文書での通知

期限までに提出されるレポートの割合を増やせたか B 昨年度と変わらなかった
提出期限を再度生徒に確認させ、また期限前に呼びか

けるなどの工夫を徹底していく

定期的な声掛け、文書の送付を継続して実施できたか A 生徒への連絡を継続していくことができた 今後も定期的な連絡を心掛け、呼びかけを継続する

各学習室を定期的に開くことができたか A 定期的に開くことができた
今後も各地区担当、当番教職員で定期的な実施を徹底

していく
各学習室の活用及び実施方法について、必要に応じて随
時検討を重ねることができたか

B
各地区担当、当番間などで必要に応じ話し合いの機会を設けるこ

とができた

今後も更に生徒が活用しやすい内容について、話し合

いを行い、または生徒の意見を反映していく

校内での進路相談会（ガイダンス）実施

ガイダンスへの参加者数を増やす工夫ができたか A 時間割内で設け、生徒の出席率を高めることができた。 しっかりと周知していく。

適性検査の実施
生徒へのアドバイスに活かすことができたか B

適性検査後、面談等行ったが、検査結果は参考程度で重要
視していない。

参考にはなるのでこれからも適正検査を実施した
い。

進路希望調査の実施
卒業後の進路について、調査の内容を指導に活かせたか A 進路希望調査を進路指導に役立てたと思う。

調査の内容に奨学金他の質問項目もいれ、進路指
導にさらに活かせるようにしたい。

オープンキャンパス等の積極的な情報提
供 生徒への積極的な情報提供ができたか C

通信制のため、オープンキャンパス等の情報提供を行うことが難

しい。進路が具体的な生徒には電話郵便で連絡していたが、進路

に悩んでいる生徒にまで情報提供することは困難であった。

早い時期から面談を行い、生徒が進路を選択を早
い時期にできるように心がける。

企業見学への参加及び就業体験の推進

参加者数を増やすことができたか B
企業見学会の通知を就職希望者に通知したが、希望者いな
かった。

アンケートをとり、希望者が多いようだったら、企業

見学やインターシップを１年生の早い時期から計画

し、希望の職種の企業見学やインターシップを体験で

きるようにしたい。
個人面談の充実

相談しやすい体制をつくることができたか B
３年生の進路選択について、個人面談の時間を多くとり、
進路選択できない生徒はキャリア・カウンセラーに委託し
た。

1、２年生の早い時期から個人面談を行い、進路に関
する意識を高めたい。

教務との連携による資格試験の計画・実
施 資格試験の受験者を増やすことができたか B

英語検定は多くの生徒が受験し合格することができた。漢
字検定の受験者は少なかった。

講座を充実させ、資格試験をの受験者を増やした
い。

生徒の希望にそった資格試験について情報を与えられた
か

A
漢字検定、英語検定の資格試験の連絡をしたが他の試験の
連絡はできなかった。

各種資格試験の一覧を作成し、生徒にアンケート
をとり、生徒が興味のある資格は、学校で勉強会
を行ったり、講座で学べるようにしたい。

⑤ 進路実現・資格取得・キャリア形成支援の充実

常に自習室で職員が指導できる体制を整
える

生徒に自習室の利用について呼びかけを
する

生徒が自主的に来校し、学習する姿勢を
身につけさせる

② 基本的生活習慣の確立と規範意識の向上による自立した生徒の育成

教育活動

生徒の理解度に合わせたスクーリング及
びレポートの工夫

進路指導

②生徒が将来の目標を持つための「きっかけ」を見つけられる環境づくり

進路

④ 通信制教育の特色を生かした多様な学びと居場所づくりの推進

地球環境高等学校

生徒ひとりひとりが、自由にのびのびと、自分に合ったスタイルの学習をして、「生きる力」をはぐくむとともに、生徒・父母・教師の広場である開かれた学校をめざす　　

建学の志　１．質実剛健の気風・心理の探求　　１．地球環境保全の追及と人間性豊かな技術者の育成　　１．協調・共生し、地域社会に貢献

令和7年度　自己評価表

各学習室の活用

①生徒一人一人を大切にし、自ら考え学ぶ態度を育てる

評価　：　A（達成できた）・B（ほぼ達成できた）・C（あまり達成できなかった）・D（達成できなかった）　の四段階評価

学習講座の開設及び実施

重点目標（中・長期的目標）

今年度の重点目標

④多様な生徒の実態に対応できる特色ある教育の充実

教務

学習指導

レポート提出期限厳守

卒業時の進路未定者を前年度より減らす

教育課程

検定・資格を取得させる

各地区の学習室の活性化を図る

③地域（社会）、保護者、学校の連携を密にした、開かれた学校づくり

① 生徒一人ひとりの学習状況に応じた個別最適な学習支援の充実

③ 保護者・地域・関係機関との連携強化による信頼される学校づくり



特別講座の開設 資格対策講座の参加者を増やすことができたか C 少人数であった。 同上

生徒の要望を取り入れた講座の開設ができたか C 生徒の要望をほとんどとりいれていない。 同上

特色ある講座の開設を計画する 生徒・保護者に対するアンケート調査を
実施し、講座開設を選定する

得られた結果を活かした計画ができたか C アンケートを行えなかった。 同上

登校指導の実施 積極的・自主的な挨拶を促せたか D 係としての取り組みはしなかった。 来年度以降に実施するか検討する。

全職員で継続的な指導をこころがけたか D 学校としての取り組みはしなかった。 来年度以降に実施するか検討する。

登校日の校内及び校外の巡回の実施
適切な指導を行えたか B

積極的に声掛けをすることで生徒との関わりが増え以後の
指導に役立った。

指導は教員個人の判断に任せていたので、学校と
しての指導基準を明確にする必要があると感じ
た。

計画的・組織的に実施することができたか B
生活指導係だけでなく全教職員が協力し計画的に実施する
ことができた。

地域のボランティア活動に参加
生徒の参加を促せたか A 多くの地域での活動に参加することが出来た。

来年度も呼びかけをその都度行い、多くの生徒の参加

を促せるようにする

文化祭等、行事の一般公開
地域の方の来校を促すことができたか A ボランティア活動をきっかけに様々な方に来校いただけた。

地域への呼びかけを行うとともに、一般公開のできる

行事の検討なども行っていく

部活動の活性化を図る 部活動の指導の充実 大会への参加状況はどうだったか B 昨年度と変わらなかった
今後の部活動の活性に向けて、各部指導者と連携して

いく
生徒会主催の行事の計画及び実行

生徒の要望を取り入れることができたか B
文化祭などの行事について、生徒の要望や意見を取り入れ
る機会を持つことができた

今後も要望を取り入れる機会をもちたい。

行事の参加率を上げることができたか B 生徒主体の行事を行うことができなかった。
催し物を増やすことにより、参加者も増える。生
徒同士の呼びかけも必要。

行事中、適切な指導を行えたか C 生徒主体の行事を行うことができなかった。 今後、行事を行う際に綿密な計画をする。

人権意識の高揚 総合学習などを利用した、人権に関わる
内容の資料配布や講演の実施 生徒の人権意識を促すことができたか B

修学旅行の事前学習や特定の教科の中では、生徒は人権を
意識する機会があった。

スクーリングにおいて各教科で生徒に人権を意識
する機会を設ける。

人権教育指導力の向上 講習会への参加と、その情報提供及び研
修会の実施 教職員の人権意識に関する指導力の向上を図れたか C 講習会場が遠方だったため、参加しなかった。

近隣で講習会がある場合は積極的に参加し、情報
提供を行う。

教室使用後の清掃の徹底
生徒への呼びかけが徹底されていたか B

教室外の施設においては、全職員が団結した指導により、
環境維持出来たが、教室内の個人机の清掃に課題

どちらかと言うと、教室外に目がいっていたとこ
ろがあり、教室、特に個人机の周りの清掃の指導
の強化

ゴミの分別の指導が徹底されていたか B
各教室に種類別にごみ箱を置き、分別の紙を貼る事によ
り、かなり分別が改善された。（守られた）

分別はかなり改善されつつあるが、ごみ箱まで捨
てに行くといった、指導が必要と感じる。指導の
強化が必要。

生徒の健康管理 健康診断の実施
生徒全員に受けさせることができたか B 欠席者がいた。

決められた日に全員が受診できるように担任の協
力を得て、呼びかける。

緊急の場合に対応できる体制づくり
適切な処置を施すことができたか A 職員を中心に適切な処置ができた。

生徒の動向に気を遣い、すぐに対応できるように
しておく。

処置に必要な用具を常時揃えることができたか A
適切に処置ができるよう、必要な用具を揃えておくことが
できた。

定期的に用具の点検をし、いつでも使用できる状
態にしておく。

職員間の連携を密にする
職員会議での報告や相談が行われたか C

早めに適切な報告・相談を行うことができた例と、報告・相談が

遅れてしまった例とがあった
今後はさらに迅速な対応を心掛けて取り組んでいく

職員会議で適切な協力要請ができたか B
適切な協力要請を心掛け、教職員間での連携がとれた指導をする

ことができた
今後も適切な段階で協力要請をし取り組んでいく

カウンセラー研修会などへの参加
積極的に参加できたか B 講師に来ていただく形で職員研修を実施した。

カウンセラーと連携をとり、資格も視野に入れながら

積極的に参加を検討していく

生徒が利用しやすい図書館の状況を保つ 図書館の整備
利用しやすいシステムを構築できたか C 昨年度と同じく、システムの構築まではいたらなかった

本校の実情と照らし合わせ、生徒が利用しやすいシス

テムを検討していく

図書館の開放
生徒の利用数を増加させられたか C 昨年度と変わらなかった

各クラスや授業で図書館の紹介等の時間を設け、図書

館の周知を図る

生徒の読書を促す工夫ができたか C 昨年度と変わらなかった 図書の紹介、通信の作成をしていく

募集時期に合わせた学校訪問及び説明

適切な時期に学校紹介の場を設けることができたか B
年間予定表により学校訪問・説明会を計画したが、計画通
りに進まないことがあった。また、

生徒を送り出す側の立場になって、いつ当校の情
報が必要なのかを正確に導き出し、適切な時期に
学校訪問や媒体などで情報を紹介する。

定期的にＨＰの更新がなされたか A HPを刷新し、迅速な情報発信を行うことが出来た。 継続していく。

見やすさ、解かりやすさを考慮できたか A HPを刷新し、現代風のレイアウトに変更をすることができた。 継続していく。

各地区の教室の充実

生徒・保護者の要望を取り入れることができたか C
広報の立場から、生徒や保護者の意見を取り入れることは
出来なかった。

アンケート調査を行なうなど、生徒や保護者の要
望を取り入れる。

地域との連

携

地域の方が足を運ぶ機会を作る 施設の開放
地域の方の来校を前年度より増やすことができたか B

パソコン講座へ参加させることができたが、参加人数を充
実させることができなかった。

開校講座を増やし、地域の方が気軽に参加できる
システムを構築させる。

広報

広報

ＨＰ、広告、パンフレット等充実した媒
体の作成

教育活動

厚生

読書の推奨

保健衛生

広報活動

進路指導

生活

不登校生に対する支援制度の充実

生徒相談

特別活動

生徒指導

進路

人権教育

環境美化

教務

生徒活動

生徒会活動の活性化を図り、生徒の自発
的な態度を養う

中学・高校への学校説明の実施及びＨＰ
の運営

検定・資格を取得させる

学校運営

多くの生徒が来校できる落ち着いた学習
環境づくり

生活

生徒会が地域との連携を図れるよう、指
導・援助していく

挨拶のできる礼儀正しい人間の育成

校内での事故、急病への迅速な対応

図書・視聴覚

生徒

清潔な環境の維持

人権

図書

環境



他通信制高校見学の計画・実施 学校の当面する課題について研修できたか A 県内の通信制高校2校への見学・研修に伺うことだできた。 継続していく。

教職員の間で共通認識が得られたか A 現地でお話をすることができ、有意義であった。 継続していく。

教育関係者研修会などへの参加
積極的に参加できたか B 昨年度に比べ、より多くの研修にすすんで参加することができた

来年度も引き続き、研修の紹介等を継続し、積極的な

参加を促していく

得られた情報を職員会等で随時報告できたか C 研修後の報告等が十分でない点もあった
研修後の報告を徹底し、各自参考になる点について必

要があれば教職員に資料等を配布する

市等の防災訓練への積極的な参加

訓練を学校の防災体制づくりに活かせたか A
職員の体制作りや動きについての訓練をすることができ
た。

今後も学校での防災訓練の実施、もしくは防災へ
の働きかけ。

防災器具の整備及び避難経路の確保
防災器具は常時使える状態だったか B 使える状態であった。 定期的な点検を行うべき。

避難経路への認識を生徒全員に持たせることができたか C 避難経路の指示・周知徹底がなされていない。
避難経路を掲示するとともに、周知徹底の時間が
設けられれば設けるべきである。

組織運営
各校務分掌が円滑に運営されるよう図る 各校務分掌ごとに定期的会議を持ち、常

に活動内容における点検を行う 会議の報告を徹底できたか A
年間を通して定期的に職員会議を持つことができ、各分掌
の活動内容が概ね全職員に報告された。

年の前期と後期に各分掌の活動内容の点検を行
う。

教頭

研修

防災

学校運営

安全対策についての意識の高揚と、災害
及び緊急事態への迅速な対応ができる体
制づくり

職員研究・

研修

教員の研修の充実

安全対策

（防災）


